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１．敷地周辺の地形・地質・地質構造
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１－２ 敷地周辺の地質・地質構造
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○敷地周辺の内帯には領家帯に属する地層，外帯には北
から三波川帯，秩父累帯および四万十帯に属する地
層が分布する。

○敷地付近には三波川変成岩類が広く分布する。
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１－３ 四国周辺の応力場に関する知見

地殻内地震によるP軸（主圧力軸）の水平成分の分布
（岡野・木村(1996)より抜粋）

岡野・木村（1996）によると，地殻内の地震に
よるＰ軸の水平成分の分布から，四国および周
辺地域においては最大起震主応力の方向は東西
としている。

震源メカニズム等より得られた最大水平圧縮応力の方位分布
（塚原・小林(1991)より抜粋）

塚原・小林（1991）では震源深さ35kmより
浅い地震で公表されたものを微小地震まで含
めて収集（マグニチュードは2.5～7.0）して
応力の方位を評価。

その結果，中国，四国地域ではほとんど例
外なく横ずれ断層型であり，最大水平圧縮応
力の方位はほぼ東－西としている。
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１－４ 四国周辺の内陸地殻内地震のメカニズム解

○データセット
防災科学技術研究所 広帯域地震観測網（F-net）より下記の

条件にて作成
・期間 1997.1.1～2007.07.31
・範囲 北緯33°～34.5° 東経131.5°～135°
・震源深さ 20km以浅

46地震を抽出
（Mｊ3.1～6.6）

Mｊ3.0～4.0 26地震
Mj4.0～5.0 19地震
Mj5.0～ 1地震

四国中東部および中国地方
における内陸地殻内地震には
横ずれ型のメカニズムが多く
見られ，主圧力軸の方向はほ
ぼ東西方向と考えられる。敷
地周辺では内陸地殻内地震が
ほとんど発生していないが，
宇和海南方の内陸地殻内地震
のメカニズムは横ずれ型であ
る。

なお，大分県北部において
は，ほとんどが正断層型の地
震である。

131˚

131˚

132˚

132˚

133˚

133˚

134˚

134˚

135˚

135˚

33˚ 33˚

34˚ 34˚

35˚ 35˚

Mj3.5

Mj6.6

Mj4.1

Mj3.5

Mj3.6

Mj3.7

Mj4.1

Mj4.5

Mj4.2

Mj3.4

Mj4.6

Mj3.1

Mj3.6 Mj4.0

Mj4.0

Mj3.4

Mj4.2

Mj4.1

Mj4.1

Mj3.4

Mj4.5

Mj3.7

Mj3.4

Mj3.7

Mj4.2

Mj3.6

Mj3.4

Mj3.3

Mj4.5

Mj3.4

Mj3.6

Mj3.6

Mj3.9

Mj3.6

Mj3.9

Mj4.2 Mj3.2

Mj3.9
Mj4.1 Mj4.9

Mj3.7Mj4.2

Mj3.8

Mj4.7

Mj4.7

Mj3.3

伊方発電所
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１－５ 敷地周辺のテクトニクスの概要

伊方発電所
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ海ﾌﾟﾚｰﾄ

中央構造線 中央構造線

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ海ﾌﾟﾚｰﾄ

（正断層）

（横ずれ断層）

横ずれ断層が卓越

正断層が卓越

敷地周辺は横ずれ断層
が卓越する地域と正断
層が卓越する地域の中
間に位置し，横ずれの
卓越する地域に属する
と考えられる。

『「Volcanic history and tectonics of the Southwest Japan Arc」Kamata, H 
and Kodama, K，The Island Arc，8，393-403，1999』に加筆

伊予灘

宇和海
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１－６ 敷地周辺のフィリピン海プレート上面形状

潜り込むフィリピン海ﾌﾟﾚｰﾄ
上面形状は，詳細には,四国
側でENE-WSW走向であるのに
対して，九州側ではNE-SW走
向に変るなど湾曲している。

松崎ほか(2003)
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１－７ 西南日本の地殻変動（Wallace，2009)

黒矢印：ユーラシアプレートに対するＧＰＳ速度

赤矢印：ブロックモデルに基づくＧＰＳ速度

緑矢印：ブロック間の相対的な動き

ＧＰＳ観測結果とフィッティ
ングするモデルとして，三崎沖
ジョグ付近で四国と九州を区分
するモデルが示されている。

四国はフィリピン海プレート
のカップリングの強いブロック，
九州はカップリングが弱く反時
計回りに回転するブロックとさ
れている。

伊方発電所
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１－８ 敷地周辺の地殻変動（ＧＰＳ観測結果）

フィリピン海プレートの北西方
向への沈み込みに対応する地殻
変動がみられる。

当社観測局
国土地理院観測局

伊方発電所
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１－９ 敷地周辺の地殻変動（四国山地の隆起速度）

大森(1990)

水準測量データから地震性・非地震性地殻変動の合成変動速度を検討。四国山地の高度分布
は，最近行われている地殻変動が長期にわたって継続してきた結果とされている。

伊方発電所
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１－１０ 敷地周辺の段丘面分布

○敷地周辺では段丘面の発達が全般に悪く，「日本の海成段丘ア
トラス」（小池・町田編，2001）では当該領域に海成段丘は
示されていない。独自の空中写真判読等によって，佐田岬半
島沿いに点在する海成段丘面を確認したものである。

○肱川沿いには，多数の河成段丘が見られる。

30km
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熊原※

(1998)

沖積層 沖積低地

A面

Lf2面 Lf2面

Lf1面 Lf1面

Mf1面1)-2) 2)K-Tz火山灰(約9.5万年前)被覆

Mf2面1)-2)

H3面 H3面

Hf3面

H2面

Hf2面

H1面

Hf1面3)-4)

P面

(大洲層6))
6)菖蒲火山灰（約60万年前）

冨
士
山
層
7)

冨
士
山
層
7)

※「日本の海成段丘アトラス」(2001)は熊原(1998)と同様

完新世

Lf3面

3)Kkt火山灰(33-34万年前)
4)Ng-1火山灰(約30万年前)

沖積層沖積層

中
　
期

H2段丘

H1段丘3)-5)

低位段丘群

Lf3面

沖積低地

内
子
層

高
位
段
丘
群

HH面群
(HH1-HH3)

HHf面群

(HHf15)-
HHf3)

高
位
段
丘
群

中位段丘群

中位段丘群 M面1)-2)

7)ピンク火山灰(約100万年前)

内
子
層

大洲層6)

古田層3)-4)

廿日市層

1)Aso-4火山灰(8.5-9万年前)被覆

菅田層

5)0.39±0.13Ma火山灰
　　　　　　(浅野ほか，1992)

第
　
　
四
　
　
紀

地質時代
四国電力

更
　
新
　
世

中位段丘群 M面1)

瀬戸内海沿岸部

前
　
期

後
　
期

備考（年代指標）
四国電力

肱川流域

山下ほか
(2006)

沖積層

M段丘

L段丘
低位段丘群

１－１１ 敷地周辺の地質層序（第四系）

水野(1996)

山下ほか(2006)

山下ほか(2006)

ボーリング調査（次頁）
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１－１２ 伊予白滝におけるボーリング位置

M

M面

M面

左写真の撮影方向

ボーリング位置

下写真の撮影方向
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１－１３ 伊予白滝におけるボーリング調査結果

○Ｍ段丘の礫層をK-Tz降灰以前の地層が覆う。

Bw:バブルウォールタイプ
Pm:パミスタイプ
O:低発砲タイプ

Opx:斜方輝石
GHo:緑色普通角閃石
Cum:カミングトン閃石

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 113 0 0 2 15 0 3

0.1-0.2 175 0 0 2 7 0 2

0.2-0.3 139 0 2 3 15 0 5 1.493-1.500(AT 15/29),1.509-1.512(K-Ah 14/29)

0.3-0.4 650 0 0 14 16 0 6 Aso-4タイプGBHo含む 1.496-1.499(AT 13/30),1.509-1.514(K-Ah 17/30)

0.4-0.5 1256 12 8 13 15 0 4 1.496-1.500(AT 9/30),1.509-1.513(K-Ah 21/30) K-Ah

0.5-0.6 417 0 0 4 25 0 4 Aso-4タイプGBHo含む 1.495-1.500(AT 15/30),1509-1.513(K-Ah 15/30)

0.6-0.7 57 0 0 0 6 0 6 Aso-4タイプGBHo含む 1.494-1.500(AT 30/30) K-Tz,Aso-4(ATコンタミ)

0.7-0.8 38 0 0 1 6 0 0.7 1.495-1.500(AT 30/30) K-Tz降灰以前の地層

0.8-0.9 0.5 0 0 0 0 0 +(1/20000)

0.9-1.0 0 0 0 0 0 0 0
段丘礫

特記鉱物地層

耕作土
(0.0-0.15)

砂混じり暗褐
色粘土

(0.15-0.6)

赤褐色粘土

テフラ名
試料番号
（深さｍ）

重鉱物の含有量(/3000粒子)
火山ガラスの屈折率

火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子)

0m

1m

2m

3m

4m

1m

2m

3m

4m

Aso-4，K-Tz
K-Ah
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１－１４ 佐田岬半島沿いの段丘面高度

A B

A

B

○伊予灘沿岸部の佐田岬半島に沿って配列する海成段丘面に急な高度差はみられない。
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１－１５ 肱川沿いの段丘面高度

C A

A

B

B

D

C

D

現河床

（国土交通省水基本調査を参照）

○肱川沿いに配列する河成段丘面に急な高度差はみられない。
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１－１６ 敷地周辺の活断層分布

伊方発電所の耐震設計上，中央構造線断層帯

の影響が最も大きい。

【活断層分布図の出典】
陸域：○「活断層詳細デジタルマップ」中田高・今泉俊文編，2002
海域：○「[新編]日本の活断層－分布図と資料－」活断層研究会編，

1991
○「伊予灘～佐賀関沖MTL活断層系の広域イメージングとセグメ
ント区分」七山太・池田倫治・大塚一広・三浦健一郎・金山
清一・小林修二・長谷川正・杉山雄一・佃栄吉，産業技術総
合研究所地質調査総合センター，活断層・古地震研究報告，
2，141-152， 2002

○「別府湾の海底活断層分布」島崎邦彦・松岡裕美・岡村眞・
千田昇・中田高 ，月刊地球／号外，28，79-84，2000

伊予灘

宇和海
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２．伊予灘の調査結果

２．１ 伊予灘の地質区分

２．２ 伊予灘の海底地形

２．３ 海底下浅部の調査結果

２．４ エアガンによる音波探査結果

２．５ 屈折法探査結果
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２．１ 伊予灘の地質区分
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２．１－１ 調査内容（海上音波探査測線図）

○ 伊方発電所

30km （産業技術総合研
究所・四国総合研
究所の共同研究）

海底ボーリング

音源：
ソノプローブ
ジオパルス
スパーカー
ウォーターガン
エアガン

総延長：約6,800km

各種音源による記録
を例示(p25-26）
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２．１－２ 調査内容（海上音波探査機器①）

ウォーターガン

四国電力 国土地理院 産業技術総合研究所 大学研究グループ 四国電力

出力 発振ｴﾈﾙｷﾞｰ：36J 発振ｴﾈﾙｷﾞｰ：36J 発振ｴﾈﾙｷﾞｰ：36J 発振ｴﾈﾙｷﾞｰ：36J

発振ｴﾈﾙｷﾞｰ：約4,000J

容量：15in
3

空気圧力：130kg/cm
2

形式 SP-3W SP-Ⅱ,SP-3 SP-3W SP-3W S-15

製作所 海上電機(株)
(株)カイジョー
海上電機(株)

(株)カイジョー (株)カイジョー Seismic Systems社

2,000～8,000 3,000 3,000～8,000 1,200～8,000 1～1,000

0.267sec 0.333sec 0.267sec 0.267sec 2.0sec

アナログ アナログ アナログ アナログ アナログ

1素子1ch 1素子1ch 1素子1ch 1素子1ch 40素子1ch

― ― ― ― 20

0.067 不明 0.067 0.067 1.0

50 30,30～50 50 50 750

250 150 250 300 508

DGPS法 電波測位法,DGPS法 DGPS法 GPS法 DGPS法

2,000～6,200 1,500～6,200 2,000～5,200 不明 50～500

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

3～4ﾉｯﾄ 3～5ﾉｯﾄ 2.5～3.0ﾉｯﾄ 約3ﾉｯﾄ 3～4ﾉｯﾄ

― ― ― ― ―

調査機関

発振器

探査機器

音源周波数のめやす(Hz)

発振間隔

記録方式

受振器

受振器の長さ(m)

収録時間(sec)

記録レンジ(m)

記録幅(mm)

測位方法

受信フィルター(Hz)

収録時ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄ(msec)

重合数

船の速度

ﾃﾞｰﾀ処理時ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄ(msec)

ソノプローブ
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２．１－３ 調査内容（海上音波探査機器②）

エアガン

四国電力 産業技術総合研究所 四国電力 国土地理院 四国電力

出力 発振ｴﾈﾙｷﾞｰ：280J 発振ｴﾈﾙｷﾞｰ：250J
発振ｴﾈﾙｷﾞｰ：

約600J,約700J,約3,600Ｊ
発振ｴﾈﾙｷﾞｰ：200J

発振ｴﾈﾙｷﾞｰ：150,000J

容量：500in
3

空気圧力：120kg/cm
2

形式 5420S 5813B NE-19C,NE-17D NE-19C,NE-19C2 PAR1500C

製作所 GeoAcoustics社 GeoAcoustics社 日本電気(株) 日本電気(株) BOLT社

400～8,000 400～8,000 100～3,000 100～2,000 3～300

0.5sec(一部0.4sec) 0.6sec 1.596sec 0.5sec 25m

アナログ アナログ アナログ アナログ デジタル

8素子1ch 20素子1ch 40素子1ch 1素子1ch,7素子1ch
5素子48ch

チャンネル間隔：12.5m

3.2(本体) 27.5,30.0 約20 3 600

0.1,0.133 0.1 0.533 0.133,0.267 5.0

75,100 75 400 100,200 ―

254 255 400,480 254,480 ―

DGPS法 DGPS法 電波測位法 電波測位法,DGPS法 DGPS法

700～1,500 700～2,000 60～600 250～750 OUT～約400

― ― ― ― 1.0

― ― ― ― 12

3～4ﾉｯﾄ 3.5ﾉｯﾄ 4～5ﾉｯﾄ 3～5ﾉｯﾄ 約3.0ﾉｯﾄ

― ― ― ― 1.0

船の速度

ﾃﾞｰﾀ処理時ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄ(msec)

ジオパルス

測位方法

受信フィルター(Hz)

収録時ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄ(msec)

重合数

受振器の長さ(m)

収録時間(sec)

記録幅(mm)

音源周波数のめやす(Hz)

発振間隔

記録方式

受振器

探査機器

調査機関

発振器

記録レンジ(m)

スパーカー
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２．１－４ 海底下浅部の地質区分

ソノプローブ ジオパルス スパーカー ウォーターガン

Ａ層

・全般に白抜けである
・水平に連続するパターン
 が多数見られる
・下位層とは明らかな不整
 合で接する

・非常に連続性の良いほ
　ぼ水平な縞状のパター
　ンが多数見られる
・下位層とは明らかな不
　整合で接する

・全般に白抜けである
・微弱な層理およびゴマ塩
　状のパターンが見られる
・下位層とは明らかな不整
　合で接する

・内部構造は不明瞭であ
　る
・下位層とは明らかな不
　整合で接する

・未固結の泥質および砂
　質の地層
・最下部は海進期の礫質
　の地層
・ほぼ全域に分布するが，
　沿岸部，長浜沖，豊予
　海峡周辺等で分布を欠く

Ｄ層

・上面に濃い凹凸のパタ
 ーンが見られる
・内部構造は不明瞭であ
 る

・連続性の良い縞状のパ
　ターンが多数見られる
・ほとんど褶曲構造を示
　さない
・下位層とは明らかな不
　整合で接する

・ほぼ水平に連続する層
　理，部分的にゴマ塩状
　のパターンおよび斜交
　層理が見られる
・ほとんど褶曲構造を示
　さない
・下位層とは明らかな不
　整合で接する

・連続性の良い水平なパ
　ターンが多数見られる
・下位層とは明らかな不
　整合で接する

・未固結～半固結の泥
　質，砂質および礫質
　の地層
・ほぼ全域に分布する
　が，島の周辺部，長
　浜沖，豊予海峡周辺
　等で分布を欠く

Ｔ層

・探査深度外 ・連続性の良い縞状のパ
　ターンが多数見られる
・一般的に緩く傾斜する
　層理を示すが，局所的
　に褶曲構造が見られる
・下位層にオンラップする

・連続する数条の平行層
　理，部分的に斜交層理
　および波状パターンが
　見られる
・一般的に緩く傾斜する
　層理を示すが，局所的
　に褶曲構造が見られる
・下位層にオンラップする

・連続性の良い水平また
　は緩く傾斜するパター
　ンが多数見られ，局所
　的に褶曲構造が見られ
　る
・下位層にオンラップする

・半固結の泥質，砂質層
　の互層（伊予灘層）
・ほぼ全域に分布するが，
　島の周辺部，豊予海峡
　周辺等で分布を欠く

Ｂ層

・探査深度外 ・上面は急角度で傾斜す
　る
・内部構造を全く示さない

・上面は急角度で傾斜す
　る
・内部構造は全般に不明
　瞭である
・部分的に急傾斜の平行
　層理が見られる

・上面は急角度で傾斜す
　る
・内部構造は全般に不明
　瞭である
・部分的に急傾斜の平行
　層理が見られる

・硬質岩盤
・ほぼ全域で最下層として
　分布すると推定される
・沿岸部，島の周辺部，
　豊予海峡周辺等で分布
　を確認できる

反射パターンの特徴
推定される地層

および主な分布地域
地質
区分
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２．１－５ 地質区分と陸域の地層との対比

電力中央研究所(1975)，国土地理院(2001)，産総研(2002)と同様の地質区分

海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
で
年
代
確
認
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２．１－６ 音波探査記録による地質区分例（１）

Ａ層

Ｄ層

Ａ層

Ｄ層

Ｔ層

伊
方
発
電
所

NW
SE
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２．１－７ 音波探査記録による地質区分例（２）

Ａ層

Ｂ層

Ａ層

Ｄ層

Ｔ層

Ｔ層

Ｄ層

伊
方
発
電
所

前頁の表示範囲

前頁の表示範囲

NW

SE
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２．１－８ ボーリング調査位置図

大塚ほか(2002)に加筆

Site 2

Site 1上灘沖下灘沖
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２．１－９ ボーリングによる年代確認（上灘沖）

大塚ほか(2001)

Ａ層

Ｄ層



29

２．１－１０ ボーリングによる年代確認（上灘沖Site2）

火山灰分析，C14年代測定，
貝化石分析，花粉分析等を
総合した詳細な検討の結果，
沖積層（Ａ層）基底の年代
として，約1万1千年前の年
代が示されている。

大塚ほか(2001)
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２．１－１１ ボーリングによる年代確認（下灘沖）

大塚ほか(2002)

Ａ層

Ｄ層
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大塚ほか(2002)

２．１－１２ ボーリングによる年代確認（下灘沖Site1）

火山灰分析，C14年代測定，
貝化石分析，花粉分析等を
総合した詳細な検討の結果，
沖積層（Ａ層）基底の年代
として，約1万1千年前の年
代が示されている。
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２．２ 伊予灘の海底地形
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２．２－１ 音響測深器および測線図

測線間隔：250～300m
測線本数：345本
総 延 長：約2,100km

音響測深測線図

種別 型式 規格・性能

デジタル測深器
千本電機（㈱）製

PDR‐1300型

最大可探深度：250m
精度：±（0.03＋水深×1/1,000）m
周波数：200KHz，半減全角：6°

アナログ測深器
（豊予海峡付近の水深の深

い一部海域で使用）

千本電機（㈱）製
PDR‐104型

最大可探深度：S1050m,M2100m,D5250m
精度：±（0.01＋水深×1/1,000）m
周波数：28KHz，半減全角：6.5°
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２．２－２ 海底地形

○海底地形には，中央構造線断層帯の延長部に細長い凹みと高まりが直線状に配列する。
○海域西部では，卓越する潮流によって起伏の著しい海底地形が形成されている。

中央構造線断層帯延長部

潮流によって
形成された海釜

海底地形
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２．２－３ 海底地形（陰影図）

○

伊方発電所

肱川河口

重信川河口

ひじ

しげのぶ

※陰影図では海底地形を30倍に誇張して表示
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２．２－４ 海底下浅部の地層上面図（Ｄ層上面）

○Ｄ層上面では，中央構造線断層帯の延長部にみられる細長い凹みと高まりが海底面よりも比
高を増しており，地層の変形の累積性が認められる。

○その他に累積性を示唆する構造は認められない。

Ｄ層上面
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２．２－５ 海底下浅部の地層上面図（Ｔ層上面）

○Ｔ層上面では，地層の変形がさらに累積している。
○各面の形状を対比することで，地層の変形の累積性から中央構造線断層帯による変動地形

を認識できる。その他には累積的な変動はみられない。

Ｔ層上面
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２．３ 海底下浅部の調査結果
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三崎沖の
右屈曲部

みさき

串沖の右屈曲部
くし

伊予灘

２．３－１ 海底下浅部の地質・地質構造

○伊予灘には中央構造線断層帯に属する海域断層群が分布
する。

伊方沖の
右屈曲部



40

２．３－２ 海底地質断面図(串沖)

ｼﾞｵﾊﾟﾙｽ

右屈曲部と対応する
広い沈降域

NW SE

NW

SE
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２．３－３ 海底地質断面図(保内沖)

ｳｫｰﾀｰｶﾞﾝ

地溝

Ｄ層上面Ｄ層上面

NW SE

NW

SE

縦：横＝10：1
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２．３－４ 海底地質断面図(伊方沖)

ｳｫｰﾀｰｶﾞﾝ

地溝

副次的な断層

Ｄ層上面Ｄ層上面

NW SE

NW

SE

縦：横＝10：1
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２．３－５ 海底地質断面図(瀬戸沖)

ｼﾞｵﾊﾟﾙｽ

バルジ

Ｄ層上面Ｄ層上面

NW SE

NW

SE
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２．３－６ 海底地質断面図(三崎沖)

ｳｫｰﾀｰｶﾞﾝ

右屈曲部と対応する
広い沈降域

Ｄ層上面Ｄ層上面

NW SE

NW

SE

縦：横＝10：1
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○中央構造線断層帯は，沖積層を変位させ，海底面にも変
形を与える活断層として認められる。

○活断層の分布域には，横ずれ断層変位に伴って形成され
た地溝やバルジがみられる。

○断層分布域の南北でＤ層上面に顕著な標高差は認められ
ず，横ずれの卓越する断層運動が推定される。

２．３－７ 海底下浅部の調査結果
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２．４ エアガンによる音波探査結果
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２．４－１ 反射法音波探査測線図（エアガン）
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サンプル間隔 1.0 msec

記録長 5.0 sec

収録周波数 Out～約400 Hz

記録方式 磁気テープ（DLTおよび8 mm）

収録フォーマット SEG-Y

音源の種類 エアガン

発振間隔 25 m

空気室容量 500 in３

空気室圧力 120 kg/cm２

発振エネルギー 約150,000 J

音源深度 5.0 m

受波器 48チャンネル

チャンネル間隔 12.5 m

ﾆｱ･ｵﾌｾｯﾄ距離 75 m

ﾌｧｰ・ｵﾌｾｯﾄ距離 662.5 m

受波器深度 約10 m

受波器の長さ 600 m

約3.0ノット

記
　
録
　
部

送
　
信
　
部

受
　
信
　
部

設　定　値

調査船の平均速度

項　目

２．４－２ エアガンによる探査の観測条件
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２．４－３ エアガンによる探査のデータ処理

[1] 書式変換

デジタル
記録

[3] ジオメトリーの設定

[5] ノイズ除去

[8] τ-pデコンボリューション

[6] Ｆ-Ｋフィルタ

[7] 収録遅延補正

[4] 球面発散補正

[9] 重合前デコンボリューション

[21] 帯域通過フィルタ

[17] CMP重合

[25] 重合前マイグレー
　　　ション処理断面図

[22] 振幅調整

[13] 重合前マイグレーション

[23] 水深補正

[2] フィルタ

[10] 速度解析

[11] DMO補正

[12] 多重反射除去

[14] 速度解析

[15] NMO補正

[16] ミュート

[18] 重合後デコンボリューション

[19] Ｆ-Ｘデコンボリューション

[20] τ-pフィルタ

[25] 深度変換断面図

[24] 深度変換
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２．４－４ エアガンによる探査断面図（串沖）
NW SE

NW

SE

○串沖の右屈曲部では，南落ちの断層に
よって和泉層群に大きな落差が認められ，
ハーフグラーベン状の盆地が形成されて
いる。

【時間断面】
【深度断面】

※図中の数字は速度値(m/s)を示す。
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２．４－５ エアガンによる探査断面図（保内沖）
NW SE

NW

SE

○伊方沖の右屈曲部と対応して地溝が形
成されている。
○地質境界断層としての中央構造線が北
傾斜であることが示唆される。

【時間断面】

【深度断面】

※図中の数字は速度値(m/s)を示す。
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２．４－６ エアガンによる探査断面図（伊方沖）
NW SE

NW

SE

○地下浅部で幅を持って雁行配列する活
断層はいずれも三波川変成岩類と領家花
こう岩類の会合地点へ収斂する。

【時間断面】

【深度断面】

※図中の数字は速度値(m/s)を示す。
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２．４－７ エアガンによる探査断面図（瀬戸沖）
NW SE

NW

SE

○断層バルジを横断する断面でも断層は
三波川変成岩類と領家花こう岩類の会合
地点へ収斂する。

【時間断面】

【深度断面】

※図中の数字は速度値(m/s)を示す。
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２．４－８ エアガンによる探査断面図（三崎沖）
NW SE

NW

SE

○三崎沖の右屈曲部では，南北の断層に
挟まれた幅5kmに亘る堆積層が向斜状に大
きく下方へ撓んでいる。

【時間断面】

【深度断面】

※図中の数字は速度値(m/s)を示す。
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○地下浅部で幅を持って雁行配列する活断層はいずれも三
波川変成岩類と領家花こう岩類の会合地点へ収斂する。

○三波川変成岩類は領家花こう岩類との会合地点からさら
に北へ連続して分布するように見え，地質境界断層とし
ての中央構造線が北傾斜であることが示唆される。

○活断層が右屈曲する地点には，第四紀堆積盆が認められ
る。

２．４－９ エアガンによる探査結果
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２．５ 屈折法探査結果
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２．５－１ 屈折法探査測線図

屈折法探査測線
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２．５－２ 屈折法探査の観測条件

音源の種類 エアガン

発振間隔 25 m

空気室容量 500 in３

空気室圧力 120 kg/cm２

発振エネルギー 約150,000 J

音源深度 5.0 m

受振器個数（１箇所当たり） 1個

受振器設置箇所数 9～10箇所

受振器設置間隔 約1,100 m～約1,700 m

受振器深度 海底

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周波数 1,000 Hz

送
　
信
　
部

受
信
部
・
記
録
部

項　目 設　定　値

※受信器は海底地震計ではなく，小型で投入・回収が容易なハイドロフォンを使用
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屈折波形記録の初動読取り 

受振点位置補正 

走時曲線の作成 

反射法による深度断面図 

速度モデル断面に対する

理論走時計算 

観測走時と理論走時の対比に

よるモデルの修正 

各受振点のペーストアップ波形記録図作成 

ペーストアップ波形記録より見掛け速度の判読 

ハギトリ解析法による速度値決定 

Ｐ波速度 

最終構造断面図 

速度構造モデルの作成 

２．５－３ 屈折法探査のデータ処理

エアガンによるマ
ルチチャンネル反
射法音波探査

（基盤深度は反射法によるもので固定）
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２．５－４ 屈折法探査(ﾍﾟｰｽﾄｱｯﾌﾟ波形記録図)

○数字はＰ波の見掛け速度(km/s)の判読結果。
○受信器はハイドロフォンであり，Ｓ波は明瞭でない。
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２．５－５ 屈折法探査断面図（串沖）
NW SE

NW SE

NW

SE

縦：横＝１：１

三波川変成岩類：5.5km/s
領家花こう岩類：4.7km/s
和泉層群 ：3.7km/s
新第三紀～第四紀堆積物：1.5～2.4km/s
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２．５－６ 屈折法探査断面図（保内沖）

NW

SE

NW SE

NW SE

三波川変成岩類：5.5km/s
領家花こう岩類：4.7km/s
和泉層群 ：3.7km/s
新第三紀～第四紀堆積物：1.5～2.4km/s

縦：横＝１：１
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２．５－７ 屈折法探査断面図（伊方沖）

NW

SE

NW SE

NW SE

三波川変成岩類：5.5km/s
領家花こう岩類：4.7km/s
和泉層群 ：3.7km/s
新第三紀～第四紀堆積物：1.5～2.4km/s

縦：横＝１：１
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２．５－８ 屈折法探査断面図（瀬戸沖）

NW

SE

NW SE

NW SE

三波川変成岩類：5.5km/s
領家花こう岩類：4.7km/s
和泉層群 ：3.7km/s
新第三紀～第四紀堆積物：1.5～2.4km/s

縦：横＝１：１
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○屈折法探査によって，地下深部の速度断面を把握した。
対応する地層およびＰ波速度は以下のとおり。

・三波川変成岩類：5.5km/s
・領家花こう岩類：4.7km/s
・和泉層群 ：3.7km/s
・新第三紀～第四紀堆積物：1.5～2.4km/s

○三波川変成岩類と領家花こう岩類の会合部の深度は2.0
～2.5kmである。

○震源断層のモデルにおいて，断層上端深さを安全側に
2.0kmに設定する。

２．５－９ 屈折法探査結果
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３．四国北西部陸域の調査結果
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３－１ 調査内容
○四国北西部陸域には，東から川上断層，重信断層，伊予断層等が分布し，川上断層と伊予

断層の間の重信断層付近において大きな右屈曲が認められる。

右屈曲

○重信断層周辺の地下構造を調査する。
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３－２ 調査位置図

伊
予
断
層

本
郡
断
層

重信断層
北方断層

○重信断層調査項目
・反射法地震探査(4測線)
・ボーリング調査(1孔)
地震学会論文にて一部成果を公表（池田ほか，2003）

【参考】
○米湊断層,本郡断層調査項目
・反射法地震探査(1測線)
・ボーリング調査(3孔)
・トレンチ調査(1箇所)
地震学会論文にて公表（池田ほか，2005）

米
湊
断
層

［ 凡 例 ］
反射法地震探査測線
反射法地震探査測線（愛媛県2000c）
ボーリング調査地点
トレンチ調査地点
重力測定範囲

牛渕測線

上村測線

砥部測線

東西測線
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３－３ 反射法地震探査機器

震　源 油圧式P波ｲﾝﾊﾟｸﾀｰ 油圧式P波ｲﾝﾊﾟｸﾀｰ 油圧式P波ｲﾝﾊﾟｸﾀｰ 油圧式P波ｲﾝﾊﾟｸﾀｰ

型　式 JMI-200 JMI-200 JMI-200 JMI-200

製作所 (株)地球科学総合研究所 (株)地球科学総合研究所 (株)地球科学総合研究所 (株)地球科学総合研究所

受震器 速度型地震計 速度型地震計 速度型地震計 速度型地震計

型　式 SM-11 SM-11 SM-11 SM-11

固有周波数 30Hz 30Hz 30Hz 30Hz

製作所 Sensor社 Sensor社 Sensor社 Sensor社

探鉱機 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾃﾚﾒﾄﾘ型 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾃﾚﾒﾄﾘ型 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾃﾚﾒﾄﾘ型 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾃﾚﾒﾄﾘ型

型　式 G-DAPS4 G-DAPS4 G-DAPS4 G-DAPS4

性　能 24ﾋﾞｯﾄAD変換 24ﾋﾞｯﾄAD変換 24ﾋﾞｯﾄAD変換 24ﾋﾞｯﾄAD変換

製作所 (株)地球科学総合研究所 (株)地球科学総合研究所 (株)地球科学総合研究所 (株)地球科学総合研究所

5 5 5 5

10 10 10 10

128 100 100 70

239 217 276 1272

129 129 159 664

2 2 2 2

1 1 1 1

all-pass all-pass all-pass all-pass

64重合 50重合 50重合 35重合

6～9回 6～10回 6～10回 5～10回

1 1 1 1

1,280 1,280 1,600 6,690

1,262.5 1,195 1,577.5 6,422.5

牛渕測線 上村測線 砥部測線 東西測線

解析(重合)測線長(m)

総発震点数

総受震点数

垂直重合数(ｽﾀｯｸ回数)

受信ﾌｨﾙﾀｰ(周波数)

ﾃﾞｰﾀ処理時ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄ(msec)

標準水平重合数(CDP重合数)

受震点間隔(m)

収録時間(sec)

調査測線長(m)

収録時ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾚｰﾄ(msec)

標準同時収録ﾁｬﾝﾈﾙ数(ch)

調査地域

発震点間隔(m)

発震器

受震器

ﾃﾞｰﾀ収録

装置
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３－４ 反射法地震探査のデータ処理
生波形データ

トレース編集，解析測線の決定
ジオメトリの設定，CMPソート

測量データ

プレフィルタ
位相補償
振幅回復

デコンボリューション

速度フィルタ

速度解析

残差静補正

深度変換

マイグレーション

観測ノート

前処理後データ

ﾃﾞｺﾝﾎﾞﾘｭｰｼｮﾝ
処理後データ

速度フィルタ
処理後データ

速度モデル

マイグレーション後
深度断面

静補正

NMO補正

CMP重合
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３－５ 重信断層周辺の重力異常
○松山平野のブーゲー異常図aから500mグ

リッドの移動平均ｂを引いた残差図ｃ
には，重信断層の南側に負の重力異常が
認められる。

○重信断層の南側には，厚い堆積層が分布
すると推定される。

重力測定点位置図

a.ブーゲー異常図 b. 左図の移動平均(500mｸﾞﾘｯﾄﾞ)

c. 残差図(上左図a.－上右図b.）

仮定密度2.67g/m3

重
信
川

石手川

物質境界MTL

低重力異常
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３－６ 重信断層周辺の反射法探査（南北）
○重信断層南方における南北方向の反射法地震探

査によると，和泉層群の上面深度は北へ向かっ
て深度を増し，その上位に鮮新統～更新統，さ
らには沖積層が厚く分布してハーフグラーベン
状の構造が形成されている。

探査測線

伊
予
断
層本

郡
断
層

米
湊
断
層

重信断層
北方断層

重信断層

重信川沖積層 沖積層鮮新統～更新統

鮮新統
～更新統

和泉層群

和泉層群

ハーフグラーベン

N

S

牛渕測線

上村測線
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３－７ 重信断層周辺の反射法探査（東西）
○重信断層南方における東西方向の反射法地震探

査によると，和泉層群の上位に鮮新統～更新統，
さらには沖積層が厚く堆積している。

探査測線

伊
予
断
層本

郡
断
層

米
湊
断
層

重信断層
北方断層

沖積層 沖積層

鮮新統～更新統

鮮新統～更新統

和泉層群

和泉層群

W E

EW
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３－８ 重信断層周辺の調査結果
○活断層が大きく右屈曲する重信に大規模な第四紀堆積盆が形成されている。
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４．セグメント区分

４．１ 既往文献によるセグメント区分

４．２ 四国北西部のセグメント区分

４．３ 四国全域のセグメント区分

４．４ 三崎沖ジョグ西側の断層性状
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４．１ 既往文献によるセグメント区分
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○既存文献による四国北西部における中央構造線断層帯のセグメント区分は以下のとおり。

①岡田(1992),Tsutsumi and Okada(1996)

③佃(1996)，海域は②露口(1996)
④中田・後藤(1998)
⑤七山ほか(2002)

⑦吉岡ほか(2005)
⑥地震調査研究推進本部(2003；2005a)

４．１－１ 既往文献によるセグメント区分の整理

伊方発電所

※主に陸域のデータに基づく
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４．１－２ 岡田(1992),Tsutsumi and Okada(1996)
「中央構造線活断層系の活動区の分割試案」（岡田，1992）
「Segmentation and Holocene surface faulting on the Median Tectonic Line, southwest Japan」（Tsutsumi and Okada, 1996）

○伊予灘では全域における海底活断層はまだ解明されておらず，細かくセグメントに分ける
のは困難としつつ海域の断層群全体を１つのセグメントとして取り扱ったものである。

伊方発電所

★大区分のセグメント境界

☆小区分のセグメント境界

伊予灘～別府湾海底

活断層群（110k
m）
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伊方発電所

伊
予
灘
東
断
層
系

（
28
km
）

伊
予
灘
西
断
層
系

（
27
km
） 隆起地形

４．１－３ 露口ほか（1996）
「伊予灘における中央構造線系海底活断層の分布とセグメンテーション」（露口・松岡・岡村，1996）

○伊予灘でソノプローブを音源とする海底下浅部においての高分解能音波探査を行い，活断
層分布や浅層の地質構造を把握。

○調査海域中央部の隆起地形を重視。
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伊方発電所

４．１－４ 佃（1996）
「中央構造線活断層系のセグメンテーションと周辺の地質構造」（佃，1996）

○Tsutsumi and Okada(1996)で一括されている伊予灘の活断層系を，露口ほか（1996）に従
い，伊予灘東部断層（28km）と伊予灘西部断層（27km）に分割した。

○川上断層と伊予断層の間の重信川低地に引張性の断層ジョグを指摘し，セグメント境界と
位置づけた。
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「活断層はどこまで割れるのか？ －横ずれ断層の分岐形態と縦ずれ分布に着目したセグメント区分モデル－」（中田・後藤，1998）

○横ずれ活断層では，縦ずれ変位センスが断層線の中央を境に逆転するいわゆる蝶番（ヒン
ジ）的な変位パターンがしばしば認められ，これを横ずれ活断層が一括して活動する範囲
（セグメント）として区分するモデルを提案。

○詳細な空中写真判読によって新たに認識された活断層（重信断層（南落ち），小松断層
（南落ち））を踏まえ，縦ずれ変位パターンによってセグメントを区分。

伊方発電所
重信断層

小松断層

４．１－５ 中田・後藤（1998）

第9図 四国・中央構造線活断層系のセグメント区分案
1：既知の断層線，2：新たに認定された断層線，UP：断層線の相対的隆起側
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「伊予灘～佐賀関沖MTL活断層系の広域ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞとｾｸﾞﾒﾝﾄ区分」（七山・池田・大塚・三浦・金山・小林・長谷川・杉山・佃，2002）

○ソノプローブおよびジオパルスを音源とする高分解能音波探査の実施，さらには四国電力，
国土地理院，大学研究グループによる既存の音波探査記録の再解析によって，詳細な活断層
分布を解明するとともに浅層の地質構造を把握。

○陸域の伊予断層が海域の活断層群に連続することを確認。
○串沖および三崎沖に認められる大規模な引張性ジョグを重視し，これらをセグメント境界と

位置づけた。

伊方発電所

伊予灘セグメント
（42km）

４．１－６ 七山ほか（2002）
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伊方発電所

石鎚山脈北縁西部－伊予灘

（130
km）

「中央構造線断層帯（金剛山地東縁－伊予灘）の長期評価について」（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2003）

○中央構造線断層を５つの区間に区分し，これらの区間が個別に活動する可能性や，複数の
区間が同時に活動する可能性，これら５つの区間とは異なる範囲が活動する可能性，さら
には断層帯全体(360km)が同時に活動する可能性も否定できないとした。

４．１－７ 地震調査研究推進本部（2003）
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豊予海峡セグメント（23k
m）

（七山ほか，200
2）

伊方発電所

「別府－万年山断層帯の長期評価について」（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2005a）

○別府湾－日出生断層帯（76km）は正断層であり，七山ほか（2002）の豊予海峡セグメント
（23km）を含む。

４．１－８ 地震調査研究推進本部（2005）

別府湾－日出生断層帯（76km）
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伊方発電所

伊予長浜沖活動
セグメント
（36km）

三机沖活動
セグメント
（38km）

４．１－９ 吉岡ほか（2005）
「全国主要活断層活動確率地図」（吉岡・粟田・下川・杉山・伏島，2005）
「活断層データベース」（産業技術総合研究所活断層研究センターHP)

○活断層の分布形態，活動履歴，単位変位量とセグメン
ト長の関係等を考慮し、全国の活断層を一律の基準で
区分。

○セグメント区分について個別の活断層ごとの根拠は明
確に示されていないが、七山ほか（2002）と同様に串
沖および三崎沖に認められる大規模な引張性ジョグ，
さらには伊方沖の引張性ジョグを重視したものと考え
られる。
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４．２ 四国北西部のセグメント区分
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「原子力発電所の活断層系評価技術 －長大活断層系のｾｸﾞﾒﾝﾃｰｼｮﾝ－」（土木学会，2003）

（１）地震セグメント
記録に残された歴史地震の断層破壊区間に基づくセグメント

（２）幾何学的，地質・構造地質学的セグメント
下記のような断層形態，地質・地質構造の特徴に基づくセグメント
・断層の①屈曲，ステップ，ギャップ等
・断層の②分岐，他の系統の断層・褶曲等の③交差
・④第四紀堆積盆，火山地域
・地球物理学的な異常
・断層の⑤変位センス，⑥変位速度，累積変位量等

（３）挙動セグメント
下記のような断層の挙動・活動履歴に関するデータに基づくセグメント
・古地震の破壊区間
・活動間隔
・最新活動時からの経過時間
・イベント時の断層変位量

四国北西部における中央構造線断層帯においては，断層形態や地質・地質構造に関する情
報が豊富であるので，以下，（２）幾何学的，地質・構造地質学的セグメントに着目する。

４．２－１ セグメント区分の方法

※報告書には(1)地震セグメント，(3)挙動セグメントについても記述。
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圧縮性ジョグ

隆起

引張性ジョグ

沈降

右屈曲

左屈曲

杉山（2003）

破壊伝播及びすべり量分布と活断層のジョグ・セグメント構
造との関係を示す模式図

○右屈曲は引張性ジョグ，左屈曲は圧縮性ジョグと位置づけられる。
○杉山（2003）によると，分岐，屈曲，雁行など断層形状の非単調性が大きな「ジョグ」は
衝撃に対して強く，破壊を終息させる“バリア”と対応する。

４．２－２ 断層の屈曲，ステップ

伊方発電所

重信
串沖

伊方沖

三崎沖

川上－岡村
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○四国北西部の中央構造線断層帯においては，引張性ジョグと対応して，断層が分岐して対
置する構造が各所にみられる。

○これらの引張性ジョグの断層分岐形態は中田・後藤（1998）がセグメント境界を推定する
有力な指標としたものである。

中田・後藤（1998）

断層の両端が分岐し，セグメントを認識できる例

断層分岐形態が対置し，セグメントを認識できる例

圧縮性ジョグ

引張性ジョグ

４．２－３ 断層の分岐

伊方発電所

重信

串沖

伊方沖

三崎沖

川上－岡村
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中
央

構
造

線
断

層
帯

別府湾－日出生
断層帯

圧縮性ジョグ

引張性ジョグ

４．２－４ 他の断層との交差

伊方発電所

豊予海峡

○中央構造線断層帯は，豊予海峡北方で別府湾－日出生断層帯（別府湾活断層系）と交差す
る。

重信

串沖

伊方沖

三崎沖

川上－岡村
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○深部構造調査によると，引張性ジョグの領域には第四紀堆積盆が存在する。

N
S

S
N

SNN S

第四紀堆積盆

第四紀堆積盆第四紀堆積盆

圧縮性ジョグ

引張性ジョグ

伊方発電所

４．２－５ 第四紀堆積盆の存在

N S

第四紀堆積盆 重信

串沖

伊方沖

三崎沖

川上－岡村

重力異常と活断層分布 mGal

川上断層 石鎚断層

岡村断層
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圧縮性ジョグ

引張性ジョグ

豊予海峡

４．２－６ 断層の変位センス

伊方発電所

UP：断層線の相対的隆起側

○中央構造線断層帯の右横ずれに伴い，伊予灘には地溝とバルジが直線的に配列するが，断
層帯全体として南北で縦ずれ変位は顕著でない。

重信

串沖

伊方沖

三崎沖

川上－岡村
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UP

圧縮性ジョグ

引張性ジョグ

豊予海峡

４．２－７ 断層の変位センス（伊方沖の地溝）

伊方発電所

UP：断層線の相対的隆起側

D層 D層
T層

A層 A層
←NW

ジオパルス記録

重信

串沖

伊方沖

三崎沖

川上－岡村
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圧縮性ジョグ

引張性ジョグ

豊予海峡

４．２－８ 断層の変位センス（瀬戸沖のバルジ）

伊方発電所

←NW

A層
D層

T層

A層

D層

ジオパルス記録

瀬戸

重信

串沖

伊方沖

三崎沖

川上－岡村

UP：断層線の相対的隆起側
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圧縮性ジョグ

引張性ジョグ

豊予海峡

４．２－９ 断層の変位センス（佐賀関沖の断層群）

伊方発電所

←NW A層

D層

T層

七山ほか(2002)によるジオパルス記録

佐賀関

重信

串沖

伊方沖

三崎沖

川上－岡村

UP：断層線の相対的隆起側

○豊予海峡以西では，正断層的な構造を伴う断層と横ずれ構造を伴う断層が混在し，全般に
縦ずれ変位が小さく，やや北落ちの正断層が優勢である。
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圧縮性ジョグ

引張性ジョグ

0.8-1.6
（mm/yr）

2.8-4.0
（mm/yr）

横ずれ
変位速度

不明

伊予断層

川上断層

横ずれ
変位速度

不明

横ずれ
変位速度

不明

４．２－１０ 横ずれ変位速度
○横ずれ変位速度は，四国東部で大きく西部へ向かって小さくなる。四国北西部陸域では川

上断層と伊予断層で大きく異なり，引張性ジョグを境に顕著な差があるように見える。

伊方発電所

重信

串沖

伊方沖

三崎沖

川上－岡村
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豊予海峡
ｾｸﾞﾒﾝﾄ

三崎沖
引張性
ｼﾞｮｸﾞ

串沖
引張性
ｼﾞｮｸﾞ

重
信
断
層

正断層
一部横ずれ断

層含む

全般に北落ち
優勢

南 南 北 南

直
線
状

無 有 有 無
ﾌﾟﾙｱﾊﾟｰﾄ
ﾍﾞｰｽﾞﾝ

最新
約6千年
前以降

1つ前

2つ前

3.3～5.0

横ずれ変位
量(m/回)

－

横ずれ変位
速度(mm/yr)

－

※活動の見落としの可能性が指摘されているため，参考値扱いとする

北東－南西

約1万年
前以降

14世紀以降

並走配列
別府湾活断層

系と斜交

右屈曲
（分岐）

雁行
配列

3.5～7千年前

直線状
岡村
断層

と並走

雁行
配列

右屈曲
(分岐)

分
岐

左
屈
曲

分
岐

右屈曲

直線状
雁行
配列

1.0-1.4

4.9千年前～3世紀

1～8世紀

9世紀以降

直線状

ﾌﾟﾙｱﾊﾟｰﾄ
ﾍﾞｰｽﾞﾝ

南落ちと北落ちの断層に挟まれた地溝・バルジの形成
（断層帯全体として南北で顕著な縦ずれ変位は見られない）

活動様式

縦ずれ変位の
向き（落ち方向）

分布形態

第四紀堆積盆

右
屈
曲

変
位

分
岐

無

伊予ｾｸﾞﾒﾝﾄと同程度以下の
活動性と推定される

0.8-1.6

平均活動間隔
(千年)

－

伊予ｾｸﾞﾒﾝﾄや
伊予灘ｾｸﾞﾒﾝﾄ

より
活動性が低い
と推定される

2.5

2.0 4.0

ギ

ャ

ッ
プ

ギ

ャ

ッ
プ

海/陸

走向

活
動
時
期

2～3.5千年前

川上－小松
断層

陸海

伊予断層
伊予灘
ｾｸﾞﾒﾝﾄ

南北

右横ずれ断層

四国電力の
セグメント区分
（今回評価）

東北東－西南西

2.5

(0.6-0.7)※

無 －

6.2千年
前～11世

紀

2.8-4

11世紀
以降

(3.5-4.0)※

断層名

性状

36km23km42km23km 13km 13km 12km

豊予海峡
ｾｸﾞﾒﾝﾄ

三崎沖
引張性
ｼﾞｮｸﾞ

敷地前面海域の断層群
串沖

引張性
ｼﾞｮｸﾞ

伊予ｾｸﾞﾒﾝﾄ
重信

引張性
ｼﾞｮｸﾞ

川上ｾｸﾞﾒﾝﾄ

▼伊方発電所

４．２－１１ 断層性状の整理

②
断
層
の
分
岐

①
断
層
の
屈
曲
，
ス
テ
ッ
プ

④
第
四
紀
堆
積
盆
の
存
在

③
他
の
断
層
と
の
交
差

⑥
横
ず
れ
変
位
速
度

⑤
断
層
の
変
位
セ
ン
ス
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豊予海峡

ｾｸﾞﾒﾝ
ﾄ

三崎沖

引張性

ｼﾞｮｸ
ﾞ

敷地前面海域の断層群

串沖

引張性

ｼﾞｮｸ
ﾞ

伊予ｾｸﾞﾒﾝ
ﾄ

重信

引張性

ｼﾞｮｸ
ﾞ

川上ｾｸﾞﾒﾝ
ﾄ

23km

13km

42km

13km

23km

36km

四国電力

４．２－１２ セグメント配置の整理

圧縮性ジョグ

引張性ジョグ

12km

③佃(1996)，海域は②露口(1996)
④中田・後藤(1998)
⑤七山ほか(2002)

⑦吉岡ほか(2005)
⑥地震調査研究推進本部(2003；2005a)

①岡田(1992),Tsutsumi and Okada(1996)
※主に陸域のデータに基づく
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４．３ 四国全域のセグメント区分
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○四国中部には断層帯が大きく右ステップする２つの大きな引張性ジョグ（石鎚断層と岡村断
層の間，岡村断層と川上断層の間）が存在する。後藤・中田（2000）や地震調査研究推進本
部（2003）はこれらを境界として大セグメントを区分している。

○三野断層と井口断層の間で互いに近づく方向に向かって分岐する構造がみられ，当該箇所が
後藤・中田（2000）によって小セグメントの境界とされているものの，四国中東部の中央構
造線断層帯は概ね東西走向に非常に直線的な断層分布を示す。

○四国中部の岡村断層以西では走向が東北東－西南西へ変わり，引張性ジョグによって各々数
十kmのセグメントに区分される。

４．３－１ 四国（全域）のセグメント区分

堤・後藤(2006）
による断層分布

七山ほか(2002）
による断層分布

伊予断層
川上断層

重信断層
岡村断層

石鎚断層

圧縮性ジョグ

引張性ジョグ

三野断層
井口断層

四国中東部・中部大セグメント岡村セグメント四国西部大セグメント
後藤・中田(2000)

伊方発電所

W E
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４．４ 三崎沖ジョグ西側の断層性状
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４．４－１ 地震調査研究推進本部による評価
「中央構造線断層帯の長期評価について」（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2003）より
ここでは佐田岬北西沖を本断層帯の西端として評価したが，活動度がやや低いと推定される区間を経て断
層はさらに西に延びており，九州の別府－万年山断層帯へと続いている。したがって，ここで評価した断
層帯の西端付近については，さらに西側の断層との関係を再度検討する必要がある。

地震調査研究推進本部地震調査委員会（2005a）より

「別府－万年山断層帯の長期評価について」（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2005a）より
別府－万年山断層帯の東端は，中央構造線断層帯に連続している可能性があることから，両断層帯の関係
についても検討していく必要がある。

次頁
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４．４－２ 豊予海峡～別府湾の活断層分布

地震調査研究推進本部
地震調査委員会（2005a）より

豊予海峡セグメント（23k
m）

（七山ほか，200
2）

○別府湾－日出生断層帯は正断層であり，七山ほか（2002）の豊予海峡セグメントを含む。
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４．４－３ 敷地周辺のテクトニクスの概要（再掲）

伊方発電所
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ海ﾌﾟﾚｰﾄ

中央構造線 中央構造線

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ海ﾌﾟﾚｰﾄ

（正断層）

（横ずれ断層）

横ずれ断層が卓越

正断層が卓越

『「Volcanic history and tectonics of the Southwest Japan Arc」Kamata, H 
and Kodama, K，The Island Arc，8，393-403，1999』に加筆

宇和海

敷地周辺は横ずれ断
層が卓越する地域と
正断層が卓越する地
域の中間に位置する。

伊予灘でも横ずれ断
層が卓越する。

横ずれ断層が卓越

伊予灘
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４．４－４ 中央構造線断層帯の右横ずれ変位量

○堤・後藤（2006）によると，四国陸域の中央構造線断層帯は，「地震ごとに破壊領域が変わ
るとしても，断層ごとに固有の変位量をもつ傾向は認められる。」こと,「変位量の大まか
な傾向として，神田(ずんでん)断層から岡村断層に至る区間で最新活動に伴う変位量が５
ｍ以上と大きく，その東西で変位量が小さくなる傾向が認められる。」ことが示されてい
る。

右
横
ず
れ
変
位
量

W
E

(m)

１回あたりの右横ずれ変位量

整数倍

整数倍
整数倍

整数倍 整数倍(m) 累積変位量

堤・後藤(2006)が示す変位量

堤・後藤(2006）
による断層分布

七山ほか(2002）
による断層分布

神
田
断
層

岡
村
断
層

伊
予
断
層

ず
ん
で
ん

伊方発電所

四国中央部で横ずれ
変位量が大きく，西
へ向かって横ずれ変
位量が小さくなり，
別府湾では正断層が

卓越する。
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４．４－５ 歴史地震

「中央構造線断層帯の長期評価について」（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2003）より
四国東端の鳴門市付近から愛媛県伊予市を経て伊予灘の佐田岬北西沖付近に至る区間では，16世紀に最新活動が起こったと
推定される。（歴史地震との関係については，記載なし）

岡田（2006）に一部加筆

「別府－万年山断層帯の長期評価について」（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2005a）より
別府湾－日出生断層帯東部の最新活動時期は1596年の慶長豊後地震と推定される。

「活断層で発生する大地震の連動・連鎖」（岡田，2006）より
９月１日に最初に川上断層が活動し，次いで９月４日に別府湾内の活断層帯が動いて，豊後地震を引き起こした。さらに，
９月５日に六甲・淡路島や有馬－高槻断層帯が活動して，慶長伏見地震を引き起こしたことになる。四国中央部～東部にか
けての地域では，地震による被害記録は無いが，現段階でのトレンチ調査結果から推測しても，ほぼ四国全域の中央構造線
断層帯が９月１日から５日にかけて連動的に活動した可能性が大きいことになる。

どの程度の規模の地震がどの活断層から発生したのか現状では結論を出すには至っていない。
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４．４－６ 豊予海峡付近の深部地下構造

地震調査研究推進本部
地震調査委員会（2005a）に加筆

「反射法地震探査と重力測定による別府湾の地下構造」（由佐ほか，1992）
領家帯基盤の上方に断層が多い。そのいくつかは基盤から海底面まで堆積層

全体を切っており，また，基盤の断裂と連続しているものもある。これに反し，
南側の三波川基盤の上方においては，地層の乱れがめだち，はっきりした断層
は認めがたい。

エアガン断面（由佐ほか，1992）
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４．４－７ 豊予海峡付近の浅部地下構造

地震調査研究推進本部
地震調査委員会（2005a）に加筆

「伊予灘～佐賀関沖MTL活断層系の広域イメージングとセグメント区分」（七
山ほか，2002）
領家帯上の活断層群は，その分布位置と走向から，別府湾活断層系に属する

と考えられ，完新統に変位を及ぼし多くは海底の変位・変形を伴っている。
豊予海峡セグメントには，正断層的な構造を伴う断層と横ずれ構造を伴う断

層が混在する｡これらは完新統や海底面に変位を及ぼしていないものが多く，
本セグメントの活動性が伊予セグメントや伊予灘セグメントよりも低いことを
示唆する｡

ジオパルス記録（産業技術総合研究所）

豊予海峡セグメント
に属する活断層群

別府湾活断層系別府湾活断層系



109

４．４－８ 領家帯／三波川帯の境界と活断層分布

領家帯／三波川帯の境界
（由佐ほか，1992）

別
府
湾
活
断
層
系 中央構造線断層帯

三崎沖ジョグ 串沖ジョグ

領家帯／三波川帯の境界

【三崎沖ジョグの東側】
領家帯／三波川帯の境界の真上に中央構造線断層帯に属する活断層が直線的な分布を示す。

この直線的な分布を示す断層群が完新統や海底面に最も明瞭な変位を及ぼす主断層であり，そ
の南側に副次的な断層を伴う。

【三崎沖ジョグの西側】
領家帯／三波川帯の境界は，北方の別府湾活断層系分布域と南方の中央構造線断層帯分布域

の境界と概ね一致する。別府湾活断層系が完新統や海底面に明瞭な変位を及ぼすのに対して，
中央構造線断層帯は完新統や海底面に変位を及ぼさないものが多い。
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５．断層傾斜角

５．１ 中央構造線の深部構造に関する知見

５．２ 重力逆解析結果

５．３ アトリビュート解析結果

５．４ 総合評価
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５．１ 中央構造線の深部構造に関する知見
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５．１－１ 紀伊半島における深部構造（佐藤ほか，2006）
「和泉山脈地殻構造探査（和泉測線2006）」佐藤 比呂志・平田 直・岩崎 貴哉・纐
纈 一起・伊藤 潔・伊藤 谷生・笠原 敬司・加藤 直子・新井 隆太，Ⅰ 地震動（強い

揺れ）の予測「大都市圏地殻構造調査研究」，大都市大震災軽減化特別プロジェク
ト 平成18年度 成果報告書，21-86，2006

伊方発電所

地震調査研究推進本部
地震調査委員会（2003）に加筆

根来断層

根来南断層

和泉層群

領家－泉南ｺﾝﾌﾟﾚｯｸｽ

三波川帯

段丘堆積物

大阪層群

北傾斜の地質境界
断層が確認される。
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５．１－２ 四国東部における深部構造（伊藤ほか，1996）

「四国中央構造線地下構造の総合物理探査」伊藤
谷生・井川 猛・足立幾久・伊勢崎修弘・平田
直・浅沼俊夫・宮内崇裕・松本みどり・高橋通
浩・松澤進一・鈴木雅也・石田啓祐・奥池司郎・
木村 学・國友孝洋・後藤忠徳・澤田臣啓・竹下
徹・仲谷英夫・長谷川修一・前田卓哉・村田明
広・山北 聡・山口和雄・山口 覚，地質学雑誌，
102，4，346-360，1996

伊方発電所

地震調査研究推進本部
地震調査委員会（2003）に加筆

父尾断層（活断層ＭＴＬ）

【時間断面】 【深度断面】

物質境界ＭＴＬ

北傾斜の地質境界
断層が確認される。
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５．１－３ 四国東部における深部構造（佐藤ほか，2005）

「西南日本外帯の地殻構造：2002年四国

－瀬戸内海横断地殻構造探査の成果」佐
藤比呂志・児島悠司・村田明広・伊藤谷
生・金田義行・大西正純・岩崎貴哉・於
保幸正・萩野スミ子・狩野謙一・河村知
徳・蔵下英司・越谷 信・高須 晃・竹
下 徹・津村紀子・寺林 優・豊原富士
夫・中島 隆・野田 賢・橋本善孝・長
谷川修一・平田 直・宮内崇裕・宮田隆
夫・山北 聡・吉田武義・Steven  
Harder・Kate  Miller・Galen  Kaip・小澤
岳史・井川 猛，地震研究所彙報，80，
53-71，2005

伊方発電所

地震調査研究推進本部
地震調査委員会（2003）に加筆

北傾斜の地質境界
断層が確認される。
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５．１－４ 四国中央部における深部構造（堤ほか，2007）

伊方発電所

地震調査研究推進本部
地震調査委員会（2003）に加筆

「四国の中央構造線断層帯の浅層反射法
地震探査 －2002年新居浜測線と2003
年阿波測線－」堤 浩之・戸田 茂・今
村朋裕・石山達也・河村知徳・佐藤比呂
志・宮内崇裕・加藤 一・隈元 崇・武
田麻美・山本彰吾，地震研究所彙報，82，
105-117，2007

石鎚断層

岡村断層
川上断層

北傾斜の地質境界
断層が確認される。
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５．１－５ 伊予灘における深部構造（伊方沖）
NW SE

NW

SE

伊方発電所

地震調査研究推進本部
地震調査委員会（2003）に加筆

北傾斜の地質境界
断層が示唆される。
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５．１－６ 豊予海峡における深部構造（佐藤ほか，2001）

伊方発電所

地震調査研究推進本部
地震調査委員会（2003）に加筆

「震源断層－活断層システムのイメージングの
意義と現状」佐藤比呂志・伊藤谷生・池田安
隆・平田 直・今泉俊文・井川 猛，地学雑誌，
110(6)，2001

北傾斜の地質境界
断層が確認される。
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５．２ 重力逆解析結果
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５．２－１ ヘリコプター重力測定測線図

1
2 3

4

5 6
7

※各測線で一定の速度（90ﾉｯﾄ）と高
度(3,000～3,300ﾌｨｰﾄ）を保つよう飛
行して毎秒(約45m間隔)の重力値を

測定
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５．２－２ ヘリコプター重力測定のデータ処理

重力センサー 干渉型ＧＰＳ測位システム

鉛直加速度(Ａ) 水平加速度(Ｂ)

機体鉛直加速度(Ｃ)

エトベス補正(Ｄ)

緯度補正(Ｅ)

フリーエア補正(Ｆ)

水平加速度補正(Ｇ)

重力乱れ(Ｈ)

ジオイド高補正(Ｉ)

ブーゲー補正(Ｌ)

地形補正(Ｋ)

位置(φ，λ，ｈ)
速度(Vn，Ve)

ブーゲー異常(Ｍ)

フリーエア異常(Ｊ)

○飛行時にはヘリコプターの位置をリアルタイムDGPS測位によって毎秒±1mの精度で測定。
○GPS干渉測位をDGPSとは独立に行い，飛行後の後処理によって毎秒±5cmの精度でヘリコプ
ター位置を測定。データ処理後に得られる重力は±2mGalの精度。
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５．２－３ ヘリコプター重力測定結果（Line1～3）
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５．２－４ ヘリコプター重力測定結果（Line4～7）
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５．２－５ 測定結果（ブーゲー異常図）
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５．２－６ 重力逆解析の内容

初期モデルの例

○マルチチャンネル反射法音波探査および屈折法地震探査で得られた速度構造や基盤岩上面形
状を既知情報として固定し，基盤岩内部の構造を重力逆解析（SA法：焼きなまし法）で求め
る。

○基盤岩内部では深度4kmの水平面から上を全て領家花崗岩類，下を全て三波川変成岩類とす
る初期モデルからスタートし，三波川変成岩類上面深さを変化させる。

○長さ45km×深さ10kmの領域に1個あたり1000m×50mのセルを45×200個配置したモデルで解析
を行い，最終的な解析結果の表示範囲は，反射法地震探査および屈折法地震探査による断面
の得られている長さ15kmの領域とした。
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５．２－７ 密度の設定

2.85三波川変成岩類5.5

2.68領家花こう岩類4.7

2.50和泉層群3.7

2.302.4

2.102.0

1.75

第三系～第四系

1.5～1.6

採用密度値（g/cm3）対比される地層P波速度層（km/sec）

○既存の文献を参照し，屈折法地震探査で得られた速度構造から以下のように各地層の密度を
設定。
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５．２－８ 重力逆解析のデータ処理
 

＜初期モデル＞ 
三波川変成岩類上面は水平 

既存文献を参照した密度の設定 

＜SA テスト＞ 
三波川変成岩類上面深度をセル１個分ランダムに増減 

（深度 50m×（-1,0,+1）） 

＜N回目の収束モデル＞ 

＜屈折法地震探査による速度構造＞ 

解の収束判定 

Yes

No

＜モデルの更新＞ 
計算値と観測値のフィッティング（Ｅ）が悪化する場合にも 

P=exp（－ΔＥ／Ｔ）の確率でモデルを更新 
（Ｔは計算ステップの進行とともにゼロに近づくよう設定） 

N≧20 回 

最終モデル 
（20 個の収束モデルの平均） 

No 

Yes
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５．２－９ 重力逆解析結果（保内沖）
NW                                               SE

NW                                               SE

三波川変成岩類：2.85g/㎝3

領家花こう岩類：2.68g/cm3

和泉層群 ：2.50g/cm3

縦：横=1：1 新第三紀～第四紀堆積物：1.75～2.30g/cm3

伊方発電所
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５．２－１０ 重力逆解析結果（伊方沖）
NW                                               SE

NW                                               SE

三波川変成岩類：2.85g/㎝3

領家花こう岩類：2.68g/cm3

和泉層群 ：2.50g/cm3

縦：横=1：1 新第三紀～第四紀堆積物：1.75～2.30g/cm3

伊方発電所
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５．２－１１ 重力逆解析結果（瀬戸沖）

NW                                                SE

NW                                               SE

三波川変成岩類：2.85g/㎝3

領家花こう岩類：2.68g/cm3

和泉層群 ：2.50g/cm3

縦：横=1：1 新第三紀～第四紀堆積物：1.75～2.30g/cm3

伊方発電所



130

５．２－１２ 重力感度解析結果（伊方沖）

NW          SE

NW    SE

三波川変成岩類：2.85g/㎝3 領家花こう岩類：2.68g/cm3

和泉層群 ：2.50g/cm3 新第三紀～第四紀堆積物：1.75～2.30g/cm3

NW          SE NW          SE

逆解析結果

縦：横=1：1

鉛直モデル 南傾斜45°モデル

鉛直モデル，南傾斜45°モデルの応
答値は観測値との乖離が大きい。

鉛直

南傾斜45°

逆解析結果

観測値

三波川変成岩類

領家花こう岩類

縦：横＝１：１

三波川変成岩類領家花こう岩類

縦：横＝１：１

三波川変成岩類

領家花こう岩類

縦：横＝１：１
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５．２－１３ 重力逆解析結果（まとめ）

○「敷地前面海域の断層群」の地質境界断層は，30-40度で
北へ傾斜すると考えられる。

三波川変成岩類

領家花こう岩類

三波川変成岩類

領家花こう岩類

三波川変成岩類

領家花こう岩類

SENW

SENW

SENW

地
質
境
界
断
層

地質境界断層

地
質
境
界
断
層

NW

SE

縦：横＝１：１

縦：横＝１：１

縦：横＝１：１

伊方発電所
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５．３ アトリビュート解析結果
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５．３－１ アトリビュート解析の概要

Isometric diagram of portion of an actual seismic trace.
(Taner et al, 1979)

g(t)

f(t)

反射波トレースf(t)にヒルベルト変換を施し，虚数成分g(t)を導出

複素反射波トレースF(t)の導出

( ) ( ) ( )ttAtf θcos⋅=

( ) ( ) ( )ttAtg θsin⋅=

( ) ( ) ( ) ( ) ( )tietAtgitftF θ⋅=⋅+=

反射波トレースを右図のように，解析的信号の実部とみなすと，
以下のような複素反射波トレースF(t)として表現できる。

○サイスミックアトリビュートとは，波形に各種の数学的変換を適用して求められる値であ
る。

○反射波トレースを複素反射波トレースとして考えることにより，振幅A(t)と位相θ(t)の情報

を分離することができる。また，その他のアトリビュートの算出も可能となる。
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５．３－２ アトリビュートの種類と算定式

)()()( 22 tgtftA +=
・エンベロープ（Envelope ）

( ))()(arctan)( tftgt =θ
・瞬間位相（Instantaneous phase）

dttdt )()( θω =
・瞬間周波数（Instantaneous frequency）

○今回の解析には以下の３種類のアトリビュートを使用した。

○振幅情報を含まない位相。
○振幅の小さい反射面の連続性の追跡に有
効とされる。

○位相情報を含まない振幅。
○反射強度の強い面が強調される。

○瞬間位相の一階時間微分。
○層変化，破砕帯等が周波数異常として表
れる場合がある。
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５．３－３ 解析フロー

○伊予灘エアガン（全５測線）の記録を使用し，以下のフローで解析を行った。

[1] 書式変換

デジタル
記録

[3] ジオメトリーの設定

[5] ノイズ除去

[8] τ-pデコンボリューション

[6] Ｆ-Ｋフィルタ

[7] 収録遅延補正

[4] 球面発散補正

[9] 重合前デコンボリューション

[21] 帯域通過フィルタ

[17] CMP重合

[26] 瞬間位相表示断面図
　　　エンベロープ表示断面図

[22] 振幅調整

[13] 重合前マイグレーション

[23] 水深補正

[2] フィルタ

[10] 速度解析

[11] DMO補正

[12] 多重反射除去

[14] 速度解析

[15] NMO補正

[16] ミュート

[18] 重合後デコンボリューション

[19] Ｆ-Ｘデコンボリューション

[20] τ-pフィルタ

[26]瞬間周波数表示断面図

[25]サイスミックアトリビュート算出 [25]サイスミックアトリビュート算出

[24] 深度変換
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５．３－４ 瞬間位相（串沖）
NW SE【深度断面】

NW

SE

180°

ｰ180°

○北傾斜方向にやや明瞭な反射面がみら
れ，振幅強度表示による地質境界読取位
置とほぼ一致する。

○鉛直（高角度）および南傾斜方向につ
いては明瞭な反射面は確認できない。

F F

振幅強度表示による
地質境界読取位置

やや明瞭な反射面

三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－５ エンベロープ（串沖）
NW SE【深度断面】

○北傾斜，鉛直（高角度），南傾斜方向
いずれについても明瞭な反射面は確認で
きない。

NW

SE

Ｈ

Ｌ

振幅強度表示による
地質境界読取位置

F F

三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－６ 瞬間周波数（串沖）
NW SE【時間断面】

NW

SE

(Hz)

断続する北傾斜パターン

振幅強度表示による
地質境界読取位置

○北傾斜方向に断続する低周波数帯のパ
ターンが数条みられ，振幅強度表示によ
る地質境界読取位置についても同様のパ
ターンが確認できる。

○鉛直（高角度）および南傾斜方向につ
いては明瞭な反射面は確認できない。

○深部にみられる高周波数成分はノイズ
の影響が考えられる。

F F

三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－７ 瞬間位相（保内沖）
NW SE【深度断面】

NW

SE

180°

ｰ180°

明瞭な反射面

F F

南北で反射パターンが
若干異なるライン

○北傾斜方向に明瞭な反射面がみられ，
振幅強度表示による地質境界読取位置と
ほぼ一致する。

○鉛直（高角度）方向について，断層下
方を境に南北で反射パターンが若干異な
るが，浅部での散乱等に起因するノイズ
の影響が考えられる。

○南傾斜方向については明瞭な反射面は
確認できない。

振幅強度表示による
地質境界読取位置

三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－８ エンベロープ（保内沖）
NW SE【深度断面】

NW

SE

Ｈ

Ｌ

F F

○北傾斜方向にやや明瞭な反射面がみら
れ，振幅強度表示による地質境界読取位
置とほぼ一致する。

○鉛直（高角度）および南傾斜方向につ
いては明瞭な反射面は確認できない。

やや明瞭な反射面

振幅強度表示による
地質境界読取位置

三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－９ 瞬間周波数（保内沖）

NW

SE

F F

NW SE【時間断面】
(Hz)

○北傾斜方向にやや明瞭な低周波数帯の
反射面がみられ，振幅強度表示による地
質境界読取位置とほぼ一致する。

○鉛直（高角度）および南傾斜方向につ
いては明瞭な反射面は確認できない。

○深部にみられる高周波数成分はノイズ
の影響が考えられる。

やや明瞭な低周波
数帯の反射面

振幅強度表示による
地質境界読取位置

三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－１０ 瞬間位相（伊方沖）
NW SE【深度断面】

NW

SE

180°

ｰ180°

やや明瞭な反射面

F F

振幅強度表示による
地質境界読取位置

○北傾斜方向にやや明瞭な反射面がみら
れ，振幅強度表示による地質境界読取位
置とほぼ一致する。

○鉛直（高角度）方向について，断層下
方を境に南北で反射パターンが若干異な
るが，浅部での散乱等に起因するノイズ
の影響が考えられる。

○南傾斜方向については明瞭な反射面は
確認できない。

南北で反射パターンが
若干異なるライン

三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－１１ エンベロープ（伊方沖）
NW SE【深度断面】

NW

SE

Ｈ

Ｌ

F F

○北傾斜，鉛直（高角度），南傾斜方向
いずれについても明瞭な反射面は確認で
きない。

○断層下方および南側深部にエンベロー
プ値のやや低い領域がみられ，浅部での
散乱等に起因する減衰が考えられる。

エンベロープ値の
やや低い領域

振幅強度表示による
地質境界読取位置

三波川変成岩類
三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－１２ 瞬間周波数（伊方沖）

NW

SE

F F

NW SE【時間断面】
(Hz)

振幅強度表示による
地質境界読取位置

○北傾斜方向に断続する低周波数帯のパ
ターンが数条みられ，振幅強度表示によ
る地質境界読取位置についても同様のパ
ターンが確認できる。

○鉛直（高角度）および南傾斜方向につ
いては明瞭な反射面は確認できない。

○深部にみられる高周波数成分はノイズ
の影響が考えられる。

断続する北傾斜パターン

三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－１３ 瞬間位相（瀬戸沖）
NW SE【深度断面】

NW

SE

180°

ｰ180°

やや不明瞭な
反射面

F

○北傾斜方向にやや不明瞭ながら反射面
がみられ，振幅強度表示による地質境界
読取位置とほぼ一致する。

○鉛直（高角度）および南傾斜方向につ
いては明瞭な反射面は確認できない。

振幅強度表示による
地質境界読取位置

三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－１４ エンベロープ（瀬戸沖）
NW SE【深度断面】

NW

SE

Ｈ

Ｌ

F

振幅強度表示による
地質境界読取位置

○北傾斜，鉛直（高角度），南傾斜方向
いずれについても明瞭な反射面は確認で
きない。

領家花こう岩類

三波川変成岩類
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５．３－１５ 瞬間周波数（瀬戸沖）

NW

SE

F

断続する北傾
斜パターン

NW SE【時間断面】
(Hz)

振幅強度表示による
地質境界読取位置

○北傾斜方向に断続する低周波数帯のパ
ターンが数条みられ，振幅強度表示によ
る地質境界読取位置についても同様のパ
ターンが確認できる。

○鉛直（高角度）および南傾斜方向につ
いては明瞭な反射面は確認できない。

○深部にみられる高周波数成分はノイズ
の影響が考えられる。

領家花こう岩類

三波川変成岩類
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５．３－１６ 瞬間位相（三崎沖）
NW SE【深度断面】

NW

SE

180°

ｰ180°

やや明瞭な反射面

F
F

○北傾斜方向にやや明瞭な反射面がみら
れ，振幅強度表示による地質境界読取位
置とほぼ一致する。

○鉛直（高角度），南傾斜方向について
は明瞭な反射面は確認できない。

振幅強度表示による
地質境界読取位置

三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－１７ エンベロープ（三崎沖）
NW SE【深度断面】

NW

SE

F
F

Ｈ

Ｌ

振幅強度表示による
地質境界読取位置

○北傾斜，鉛直（高角度），南傾斜方向
いずれについても明瞭な反射面は確認で
きない。

三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－１８ 瞬間周波数（三崎沖）

NW

SE

F
F

NW SE【時間断面】
(Hz)

振幅強度表示による
地質境界読取位置

○北傾斜方向に断続する低周波数帯のパ
ターンが数条みられ，振幅強度表示によ
る地質境界読取位置についても同様のパ
ターンが確認できる。

○鉛直（高角度）および南傾斜方向につ
いては明瞭な反射面は確認できない。

○深部にみられる高周波数成分はノイズ
の影響であると考えられる。

断続する北傾
斜パターン

三波川変成岩類

領家花こう岩類
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５．３－１９ アトリビュート解析結果（まとめ）

○瞬間位相表示においては，全断面で振幅強度表示による地質境界の読取
位置と整合する北傾斜の反射面が認められ，瞬間周波数表示においても
北傾斜の構造を示唆する低周波数帯のパターンを確認できた。エンベ
ロープ表示においては，保内沖の断面において，振幅強度表示による地
質境界の読取位置と整合する北傾斜の反射パターンを確認できた。

○鉛直（高角度）方向について，いくつかの断面において断層下方を境に
南北で反射パターンが若干異なるが，浅部での散乱等に起因するノイズ
の影響が考えられる。

○南傾斜方向については，明瞭な反射面は認められなかった。
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５．４ 総合評価
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NW

SE

ｳｫｰﾀｰｶﾞﾝ

地溝

副次的な断層

Ｄ層上面Ｄ層上面

NW SE

縦：横＝10：1

○中央構造線断層帯は，沖積層を変
位させ，海底面にも変形を与える
活断層として認められる。

○非常に直線的な活断層トレースを
示す。

○断層分布域の南北でＤ層上面に顕
著な標高差は認められず，横ずれ
の卓越する断層運動が推定される。

５．４－１ 敷地前面海域の断層群の性状

直線的な活断層トレース
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５．４－２ 変動地形学的な評価

○敷地前面海域の断層群の分布域に，横ずれ断層変位に伴って形成された地溝やバルジが非
常に直線的な配列を示し，震源断層はほぼ鉛直であると考えられる。

Ｔ層上面

地溝やバルジの直線的な配列

Ｔ層：上部鮮新統～下部更新統
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５．４－３ 地球物理学的な評価

三波川変成岩類

領家花こう岩類

三波川変成岩類

領家花こう岩類

三波川変成岩類

領家花こう岩類

SENW

SENW

SENW

地
質
境
界
断
層

地質境界断層

地
質
境
界
断
層

NW

SE

縦：横＝１：１

縦：横＝１：１

縦：横＝１：１

伊方発電所

○地質境界断層としての中央構造線は30-40度で北へ傾斜
すると考えられる。

○ほぼ鉛直な断層面を地球物理学的な調査によって捉える
ことは困難である。震源断層について，北傾斜する地質
境界断層と一致する可能性とほぼ鉛直な断層面を有する
可能性の双方が考えられる。
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○近年国内外で発生した横ずれ断層による主な地震では，各種観測データに基づく検討から，
震源断層はいずれもほぼ鉛直であることが明らかにされている。

○緩く傾斜する断層面を横ずれさせるような応力場は考えにくく，一般的に，横ずれ断層の震
源断層面はほぼ鉛直であると考えられている。

○敷地前面海域の断層群について，当該地域では内陸地殻内地震の活動性が低く面的な配列は
認められないが，震源断層はほぼ鉛直と考えられる。

2000年鳥取県西部地震の余震分布

防災科研HPより

2005年福岡県西方沖地震の余震分布

防災科研HPより

５．４－４ 地震学的な評価
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５．４－５ 地震調査研究推進本部による評価

地震本部(2005b)

確率論的地震動予測地図

地震本部(2003)

長期評価

大野ほか(1997)

愛媛県(1999)，愛媛県
(2000a，b)

伊藤ほか(1996)，佃・佐
藤(1996)

河村ほか(2001)，佃
(1997)，横倉ほか(1998)，
吉川ほか(1992)

佐竹ほか(1999)

根拠

90°
地表及び

海底付近
高角度

石鎚山脈北縁－愛
媛北西部

90°深さ2km以浅高角度 北傾斜伊予灘

北傾斜35°深さ5km以浅北傾斜30－40°讃岐山脈南縁

和泉山脈南縁：北傾斜43°

紀 淡 海 峡：北傾斜30°
深さ1km以浅北傾斜15－45°

和泉山脈南縁及び
紀淡海峡

西傾斜43°深さ300m以浅西傾斜15－45°金剛山地東縁

傾斜角深さ傾斜角

区 間
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５．４－６ 断層傾斜角の総合評価（まとめ）

・敷地前面海域の断層群は直線的なトレースを示す右横ずれ断層であり，
変動地形学的な観点，地震学的な観点から，震源断層はほぼ鉛直と評価
される。

・一方で，地球物理学的な観点から，地質境界断層は30～40度で北傾斜と
評価され，震源断層について，北傾斜する地質境界断層と一致する可能
性とほぼ鉛直な断層面を有する可能性の双方が考えられる。

・変動地形学的な観点，地震学的な観点，地球物理学的な観点を総合的に
勘案して，震源断層をほぼ鉛直と評価し，不確かさとして北傾斜する地
質境界断層と一致する可能性も考慮する。
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